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ごあいさつ  
 

 

本市では、平成 22年 11月に、「高松市総合都市交通計

画」を策定し、また、平成 25年 9月に制定した「高松市

公共交通利用促進条例」の理念を踏まえ、これまで、公共

交通の利用促進施策に取り組んでおり、近年、公共交通の

利用者数は増加傾向にあります。 

しかしながら、人口減少、少子・超高齢社会において地域

の活力や地域公共交通ネットワークを維持・確保することは、

本市においても喫緊の課題であり、平成 26年 5月の「地

域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部改正」の法

改正を受け、総合計画や都市計画マスタープラン、立地適正

化計画などまちづくりに関する計画の見直しや策定、地域公

共交通網形成計画・再編実施計画など、公共交通に関する計

画の策定を行っています。 

また、平成 28年度からスタートした「第６次高松市総合計画」では、「快適で人にやさしい

都市交通の形成」を重要な政策の一つとして掲げるとともに、平成 29年 8月に改定した「都

市計画マスタープラン」において、集約拠点への都市機能の集積と市街地の拡大抑制によるコン

パクトな都市構造、及び人と環境にやさしい公共交通を基軸とした環境配慮型交通システムを併

せ持つ持続可能な環境共生都市「多核連携型コンパクト・エコシティ」を目指すこととしていま

す。 

以上のような局面に対応し、「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりの下、過度

に自動車に依存しないライフスタイルの実現とともに、公共交通と連携した二次交通の活用や、

ICTやAIなど新たな技術、またMaaSなど国のモビリティに関する方針等との連携について検

討し、市民を始め交通事業者など関係者の理解と参加の下、将来を見据えた、本市にふさわしい

交通体系を構築することを目的として、「高松市総合都市交通計画」を改定いたしました。 

本計画は、「高松市総合都市交通計画」を十分に反映させながら、持続可能な公共交通ネット

ワークの形成に向けた計画として改定いたしました。 

今後は、本計画に基づき、本市が目指している公共交通を基軸としたコンパクトなまちづくり

を、さらに積極的に推進し、全市域を対象とした、持続可能な公共交通ネットワークの再構築に

取り組むものです。 

 
 

平成 31年３月 

高松市長 大 西  秀 人 
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1  高松市の交通に関する現況・問題の整理 

1.1 本市の概況 

(1) 位置・気候 

高松市は、多島美を誇る波静かな瀬戸内海に面し、これまで、人々の暮らしや経済・文化など

様々な面において、瀬戸内海との深いかかわりの中で、県都として、また、四国の中枢管理都市

として発展を続けてきた、海に開かれた都市です。 

気候は、年間を通して寒暖の差が小さく、降水量の少ないことが特色となっています。 

(2) 歴史・自然 

「高松」は鎌倉時代に開け始め、天正 16 年（1588 年）豊臣秀吉の家臣生駒親正が玉藻浦に

居城を築き高松城と名付けたことに由来し、生駒 4 代 54 年、松平 11 代 220 年を通じて城下町

として栄えてきました。 

明治維新の廃藩置県後、香川県の県庁所在地となり、明治 23 年 2 月 15 日に市制が施行さ

れ、全国 40番目の市としてスタートしました。 

これまでに大正、昭和、平成を通じ、8 回にわたる合併で、北は瀬戸内海から南は徳島県境に

至る、海・山・川など恵まれた自然を有する広範な市域の中に、にぎわいのある都心やのどかな

田園など、都市機能・水・緑が程よく調和し、豊かな生活空間を有する都市となっています。 

(3) 最近の市政概況 

恵まれた風土と地理的優位性を生かし、四国の中枢管理都市として発展してきましたが、特に

昭和 63年の瀬戸大橋開通や平成元年の新高松空港開港、平成 4年の四国横断自動車道の高

松への延伸など、本市を取り巻く環境が大きく変化する中、平成 11 年 4 月 1 日、本市は、中核

市に移行しました。 

また、平成 17 年 9 月に塩江町、18 年 1 月に牟礼町、庵治町、香川町、香南町、国分寺町と

合併しました。 
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1.2 社会経済の状況 

(1) 人口の状況 

1) 総人口 

・ 本市の人口は、平成 27 年まで増加傾向にありますが、今後、減少に転じると予測されてい

ます。 

・ 地域別に見ると、平成 17年までは香川地域、国分寺地域で増加傾向が続いていましたが、

22年以降は旧高松市内のみで増加しています。 

 

 
資料）国勢調査 

図 1.1 高松市全域人口 

 
 

 
資料）国勢調査 

図 1.2 合併町ごとの人口 

 
 

 
資料）国勢調査、たかまつ人口ビジョン 

図 1.3 市全域人口の推移と将来予測 
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2) 人口分布 

・ 人口は中心部及び鉄道沿線（特に、ことでん琴平線）に集積しています。 

 

 
資料）H27国勢調査 

図 1.4 人口分布（H27) 

 

 



1 高松市の交通に関する現況・問題の整理 

1-4 

3) 人口動態 

・ 中心市街地をはじめ、林地区、多肥地区、太田地区、三谷地区、円座地区等、郊外部でも

人口増加がみられます。 

 

 
資料）国勢調査 

図 1.5 人口動態（H27/H17) 
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4) 年齢別人口 

・ 平成 27年データを類似他都市と比較すると、65歳以上人口（高齢化率）が高くなっており、

これは香川県よりも低いものの、全国では同程度です。 

・ 本市の年齢構成別人口を見ると、特に合併町で、少子・超高齢化の進行が顕著となってい

ます。 

 

 
資料）国勢調査 

図 1.6 高松市における年齢構成別人口比率 

 

 

 
資料）国勢調査 

図 1.7 旧高松市、合併町別の年齢構成別人口比率 
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5) 産業別就業人口 

・ 就業人口の総数は平成 7 年以降減少傾向が続いており、特に第 1 次産業は 7 年と 27 年

を比べると半数以下となっています。第 3 次産業の就業人口は、12 年まで増加傾向でした

が、17年以降は減少傾向が続いています。 

 

 
資料）国勢調査 

図 1.8 産業別就業人口の推移 
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(2) 中心市街地の状況 

1) 大規模小売店舗＊の新規立地状況 

・ 平成 22年以降に、中心市街地＊および郊外部ともに多くのショッピングセンター・大

規模小売店舗が立地しています。 

 

 
資料）香川県 HP、一般社団法人日本ショッピングセンター協会（JCSC）HP 

図 1.9 ショッピングセンター・大規模小売店の新規立地（H22～） 

2) 高松市の商品販売額の推移 

・ 商品販売額は、増減を繰り返しながらも総じて減少しています。平成 26 年の商品販売額

は、11年と比べて約半額となっています。 

 

  
資料）高松市都市計画マスタープラン（H29.8） 

図 1.10 商品販売額の推移 
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3) 商店街の通行量 

・ 中央商店街の通行量は、減少傾向から、近年、休日は微増傾向に転じ、平日は増減を繰り

返しています。 

 

 
資料）高松市都市計画マスタープラン（H29.8） 

図 1.8 中央商店街の通行量（主要 9地点調査） 

 

4) 空き店舗率の推移 

・ 中心市街地における空店舗数は、平成 20 年頃までは増加傾向が続いていました。その後

は、増減を繰り返しています。 

 

 
資料）庁内資料（～H21.12）、高松商工会議所 HP（H22.12～） 

図 1.9 空き店舗率の推移 
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(3) 観光に関する状況 

1) 観光資源の立地 

・ 高松市内には、屋島や栗林公園など観光資源が存在します。 

 

 
資料）香川県観光協会 HP 

図 1.103 観光資源の立地 

2) 県外観光客入込数の推移 

・ 県外観光客入込客数の推移を見ると、平成 16年から 20年では、ほぼ横ばいの傾向で

したが、21年以降は増加傾向にあります。 

 

 
資料）H29年度香川県観光動態調査結果 

図 1.11 県外観光客入込数の推移 
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3) 外国人延べ宿泊者数 

・ 平成 28 年都道府県別外国人延べ宿泊者数の対前年伸び率は、香川県が日本一となって

います。 

・ 前年比での増加率は、平成 25 年と 28 年が高くなっており、いずれも瀬戸内国際芸術祭※

の開催に影響を受けているものと考えられます。 

 

 
 

 
資料）宿泊旅行統計調査 

図 1.12 外国人延べ宿泊者数 
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図 1.13 瀬戸内国際芸術祭 
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4) 高松市主要観光地入込客数の推移 

・ 栗林公園や玉藻公園では観光客数が微増しています。 

 

 
 

資料）平成 28 年版高松市統計年報 

図 1.14 高松市主要観光地入込客数の推移 

 

 

5) ALL SHIKOKU Rail Pass※発売状況の推移 

・ 外国人観光客の増加傾向に合わせて、当該パスの発売状況の飛躍的に増加しています。 

 

 
資料）高松市 

図 1.15 ALL SHIKOKU Rail Pass発売状況 
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6) インバウンドの増加（参考） 

・ 米紙ニューヨーク・タイムズ「2019年に行くべき 52カ所」7位に「瀬戸内の島々」

が選出されたことにより、インバウンドの増加が見込まれます。 

 

 
資料）ニューヨーク・タイムズ「2019年に行くべき 52カ所（52 places to go in 2019）」 
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(4) 土地利用の状況 

1) 土地利用規制 

・ 中心市街地を中心として主に商業系、臨海部では主に工業系、内陸部では主に住居系の

用途地域が指定されています。用途白地地域では、計画的な土地利用規制による良好な

環境の形成又は保持を図るため、特定用途制限地域が指定されています。 

 

 
資料）高松市都市計画マスタープラン（H29.8） 

図 1.16 高松市土地利用規制状況 
 

2) 人口集中地区＊ 

・ 人口集中地区の人口は平成 2年をピークとして減少しており、人口密度は低下しています。 

表 1.1 人口集中地区の推移 

 

図 1.20 人口集中地区の推移 

面積

（㎢）

人口

（人）

人口密度

（人/㎢）

S55

(1980年)
35.40 204,433 5,775

H2

(1990年)
39.80 222,531 5,591

H12

(2000年)
40.81 217,410 5,327

H17

(2005年)
40.19 213,793 5,320

H22

(2010年)
40.88 212,803 5,206

H27

(2015年)
41.04 212,897 5,188

204,433
222,531 217,410 213,793 212,803 212,897

5,775 5,591 5,327 5,320 5,206 5,188 

0

5,000

10,000

15,000

0

100,000

200,000

300,000

S55 H2 H12 H17 H22 H27

人口（人） 人口密度（人/㎢）
人口（人）

人口密度
（人/k㎡）

資料）国勢調査 
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(5) 市の財政状況 

1) 市民一人当たりのコスト 

・ 将来的に必要となる道路などの維持補修費を都心地域内外で比べてみると、都心地域以外

は、都心地域の約 6 倍の維持管理費用が必要となり、厳しい財政状況の中で、効率的な投

資が求められています。 

 

 
資料）高松市資料 

図 1.17 市民１人当りの負担するコスト（維持補修費）の予測 

 

2) 財政種類別の状況 

・ 高齢化の進展により、民生費が増加する一方、土木費は減少しており、今後、新たな社会基

盤整備が難しくなることも予想されます。 

 

 
資料）高松市決算状況調査 

図 1.18 農林水産業費、土木費、民生費の推移 

21.8 18.7 25.4 20.5 22.7 22.1 24.3 23.7 19.9 20.7 22.9 21.4 23.7 24.5 22.0 

176.8 164.4 141.6 148.6 143.0 133.5 145.8 128.1 168.9 124.5 142.4 112.7 130.3 141.5 132.4 

331.8 351.9 360.5 
431.5 446.2 458.2 

479.1 
561.0 

583.6 
582.4 579.2 620.9 

641.2 
695.6 

661.0 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（億円）

農林水産費 土木費 民生費
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(6) 都心地域の固定資産税の状況 

・ 都心地域の固定資産税が全体に占める比率は約 44%と高く、不動産価値の下落は、税収

に大きな影響を及ぼすものと思われます。 

 

 

 
 

資料）高松市資料（Ｈ26） 

 

図 1.19 地域別の固定資産税 
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1.3 交通の状況 

(1) 道路ネットワーク 

1) 市内の主要幹線道路 

・ 道路網は、四国横断自動車道が都市計画区域の中央部を東西に横断しており、また、市内

中心部から放射状に一般国道が整備され、主要地方道がこれを補完する形で、道路ネット

ワークを形成しています。 

 

 
資料）高松市都市計画マスタープラン（H29.8） 

図 1.20 主要幹線道路図 
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2) 都市計画道路の整備状況 

・ 都市計画道路の整備状況をみると、整備率が 89.4%と自動車が利用しやすい環境となって

います。 

 

 

 

●都市計画道路の整備状況●                            H29.3.31 

道 路 種 別 路線数 
計画延長 

(m) 

整備済延長(m) 整備率 

(%) 供用済延長 整備中換算 合計 

自動車専用道路 1 13,460 13,460 0 13,460 100.0 

幹 線 道 路 59 198,070 167,333 8,619 175,952 88.8 

区 画 道 路 3 990 200 205 405 40.9 

特 殊 道 路 3 840 840 0 840 100.0 

合     計 66 213,360 181,833 8,824 190,657 89.4 

資料）高松市都市計画マスタープラン（H29.8） 

 

図 1.21 都市計画道路の整備状況 
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3) 自動車交通量の状況 

・ 都心地域に直結する国道 11号を中心に自動車交通量が多い状況となっています。 

 

 
資料）平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査 

図 1.22 自動車交通量 
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・ 都心地域における自動車交通量は減少傾向にありますが、国道 11 号においては、     

4～5万台／日を超えるなど、依然として自動車交通量は多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料）全国道路・街路交通情勢調査 

 

図 1.23 都心地域における自動車交通量の推移 

 

注）  は全国道路・街路交通情勢調査の調査ポイント 
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4) 高松市内の主要渋滞箇所 

・ 市内主要混雑交差点 40 箇所が高松市中心部から 5km 圏内に集中しており、県下でも渋

滞が顕著となっています。 

 

 

資料）香川県渋滞対策協議会「かがわスイスイ計画」 

図 1.24 高松市内の主要渋滞箇所 
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(2) 公共交通の状況 

1) 鉄道の概況 

・ 本市における鉄道ネットワークは、JR とことでんが JR高松駅やことでん瓦町駅を中心として

放射線状に拡がっています。 

・ 本市の単位面積当たりの鉄軌道延長は 0.163km/ km2 と、全国平均 0.066 km/ km2の約

2.5倍となっています。 

 

 

図 1.25 鉄道全体図 

 

 

表 1.2 鉄軌道密度の比較 
 

 

資料）各県統計年鑑、四国運輸局業務要覧などから作成 

 

JR 民鉄

高松市 420,748 375.41 61.1 26.2 34.9 0.163

県全体 976,263 1,876.72 231.5 171.5 60.0 0.123

徳島県 県全体 755,733 4,146.65 230.4 221.9 8.5 0.056

愛媛県 県全体 1,385,262 5,676.11 338.0 294.5 36.6 6.9 0.060

高知県 県全体 728,276 7,103.91 301.9 167.3 109.3 25.3 0.042

3,845,534 18,803.39 1,101.8 855.2 214.4 32.2 0.059

127,094,745 377,970.75 25,020.3 － － － 0.066

面積当たり
鉄軌道延長
（ｋｍ/ｋ㎡）

四国全体

全国

香川県

鉄道
H27人口
（人）

面積
（ｋ㎡） 合計 軌道

鉄軌道延長（ｋｍ）
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2) バスの概況 

a) 路線バスの概況 

・ 本市における路線バスのネットワークは、JR高松駅やことでん瓦町駅を中心として放射線状

に拡がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）ことでん HP 

図 1.26 路線バス全体図 

路線名 運営・ 

運行主体 

平日運行 

回数(回) 

①朝日町線 ことでん 

バス 

21 

②庵治線 21 

③浦生線 3 

④川島線 25 

⑤西植田線 9 

⑥大学病院線 20 

⑦屋島大橋線 12.5 

⑧鹿角・日生ニュータウン線 22 

⑨塩江線 19.5 

⑩御厩・県立総合プール線 10.5 

⑪由佐空港線・岩崎線 13.5 

⑫下笠居・香西線 36.5 

⑬高松西高線 5 

⑭高松空港リムジンバス・通勤特急バス 24 

⑮イオン高松線 28.5 

⑯屋島山上線 2.5 

⑰ショッピングレインボー循環バス 9 

⑱まちなかループバス 6 

⑲太田駅サンメッセ線 27 

⑳仏生山川島線 27 

㉑大川バス引田線 大川バス 23 

 

中心部 

中心部拡大 



1 高松市の交通に関する現況・問題の整理 

1-23 

b) コミュニティバス等の概況 

・ 本市におけるコミュニティバス等は、5路線が公的補助を受け、運行されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）高松市 HP 

図 1.27 コミュニティバス等全体図 

路線名 運営・運行主体 

平日

運行

回数

(回) 

㉒塩江町 

コミュニティバス 

運営・運行： 

マルイ観光バス 

（支援：高松市） 

7.5 

㉓香川町 

コミュニティバス 

運営・運行： 

マルイ観光バス 

（支援：高松市） 

7 

㉔香川町 

シャトルバス 

運営・運行： 

マルイ観光バス 

（支援：高松市） 

17 

㉕国分寺町 

コミュニティバス 

運営・運行： 

マルイ観光バス 

（支援：高松市） 

11.5 

㉖山田地区 

乗合タクシー 

運営：山田地区乗合 

タクシー等 

実行委員会 

運行：東讃交通 

（支援：高松市） 

11 
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3) 鉄道・バス利用状況の推移 

・ 鉄道、路線バスの利用状況は、減少の一途にありましたが、平成 16 年以降は、減少に歯止

めがかかり、近年、ことでんは増加傾向、ＪＲ・ことでんバスは横ばいとなっています。 

 

 

 

図 1.28 市内の鉄道・バス利用状況の推移 

 

4) コミュニティバス等運行状況 

・ コミュニティバス等の運行状況は、地域ごとに異なりますが、いずれも 1 便当たりの利用人数

は少ない状況となっています。 

 

表 1.3 コミュニティバス運行状況 
平成 31 年 2 月現在 

資料）高松市資料 

 

4.9 

3.9 

9.8 

6.7 

2.0 

1.0 

0

2

4

6

8

10

12

S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29市
内
公
共
交
通

1
日
当
た
り
の
乗
降
者
数

(万
人

/日
)

ＪＲ ことでん ことでんバス

 運行便数 
利用実績（29 年度） 

年間 日平均 便平均 

塩江町 
コミュニティバス 

塩江～奥の湯：(毎日)15 便 

塩江～上地：(月木土)3 便 

塩江～菅沢：(火水金)3 便 

奥の湯～松尾：(火水金)6 便 

奥の湯～大屋敷橋：(月木)6 便 

3,302人/年間 9 人/日  0.6 人/便 

香川町 
コミュニティバス 

全 14 便 

 下倉－空港通り：5 便 

 下倉－空港通り(短）：2 便 

 天神－空港通り：7 便 

11,458 人/年間 44 人/日 3.1 人/便 

香川町 
シャトルバス 

平日：34 便 

土曜：20 便 
45,390 人/年間 155人/日 4.6 人/便 

国分寺町 
コミュニティバス 

国分駅－端岡駅－運動公園線 4 便 

運動公園－端岡駅－南部小学校ー岡本駅線 19 便 
20,294 人/年間 69 人/日 3.0 人/便 

山田地区 
乗合タクシー 

西植田コミセン～ことでん高田駅：10 便 

ことでん高田駅～三好内科：9 便 

通学線：3 便 

6,584人/年間 29 人/日  1.5 人/便 

資料）事業者資料 
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(3) 船舶の概況 

・ 高松港は日本屈指の旅客港であり、本州との連絡を担う宇高航路を始め、関西航路や小豆

島航路の他、離島（女木島、男木島、大島）の生活を支える航路が就航しています。 

・ このうち男木～高松航路は、離島航路として、国・県・市による支援を行いながら、航路を維

持しています。H27.10 から開始した、高齢者割引（ゴールド IruCa＊利用割引）・島発往復

割引の利用者数は増加傾向となっています。 

 

表 1.4 男木～高松航路時刻表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料）みなとナビ高松・宇野 Web ページ          資料）雌雄島海運 HP 

図 1.29 高松港からの旅客航路 

 

 

 

【高齢者割引利用者数】          【島発往復割引利用者数】 

   

 

資料）高松市資料 

図 1.30 男木～高松航路割引利用者数 
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0

5,000
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H27 H28 H29

合計 女木島～高松 男木島～高松 女木島～男木島

（人）（人）

〇通常時運行表 

1 月 1 日～7 月 31 日、8 月 21 日～12 月 31 日 

復航 往航 

高松発 女木島発 男木島着 男木島発 女木島発 高松着 

8:00 8:20 8:40 7:00 7:20 7:40 

10:00 10:20 10:40 9:00 9:20 9:40 

12:00 12:20 12:40 11:00 11:20 11:40 

14:00 14:20 14:40 13:00 13:20 13:40 

16:00 16:20 16:40 15:00 15:20 15:40 

18:10 18:30 18:50 17:00 17:20 17:40 
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(4) 空港 

1) 高松空港の乗降客数と貨物取扱量の推移 

・ 高松空港の運航実績をみると、近年乗降客は増加傾向にあり、貨物取扱量は減少傾向にあ

ります。 

 

 
※国際線乗降客数には、通過客を含む 

資料）国土交通省航空局 

図 1.31 高松空港の運航実績 

 

表 1.5 路線別運航状況 
平成 31 年 2 月 

（※1）月・火・水・金・日  （※2）月・火・木・金・日 

（※3）月・水・木・金・土  （※4）月・水・金・日 

資料）高松市資料 

 

47 45 41 37 37 38 41 60 75 92 128 153 230

1,451 1,426
1,483 1,470 1,424

1,335 1,343
1,259

1,348

1,481

1,663 1,653
1,654

1,498 1,471
1,524 1,507 1,461

1,373 1,384
1,319

1,423

1,573

1,791 1,806
1,884

11,641 11,719

12,922
11,834 11,473

10,704 10,514

8,946 8,891
8,397

7,752

6,433
5,813

0

5,000

10,000

15,000

20,000

0

500

1,000

1,500

2,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

乗降客数（国際線） 乗降客数（国内線） 貨物取扱量合計

乗降客数（千人） 貨物取扱量（t）

路線 便数 航空会社 

東京線 

（羽田線） 

6往復/日 全日本空輸（ＡＮＡ） 

7往復/日 日本航空（ＪＡＬ） 

（成田線） 最大 3往復/日 ジェットスター･ジャパン 

那覇線 1往復/日 全日本空輸（ＡＮＡ） 

ソウル線 7往復/週（※１） エアソウル 

上海線 5往復/週（※2） 春秋航空 

台北線 ６往復/週（※3） チャイナエアライン 

香港線 4往復/週（※4） 香港エクスプレス 
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2) 空港運営の民営化 

・ 高松空港は平成 30 年 4 月 1 日より、高松空港株式会社による空港全体の運営が開始さ

れ、国内線搭乗待合室の拡張・リニューアルや駐車場整備等、空港活性化に向けた取り組

みが進められています。 

 

1旅客ターミナルビルの改修 

 
・国内線搭乗待合室の拡張・リニューアルや国際線搭乗待合室の免税店舗を拡大。 

・到着ロビーには、四国瀬戸内の豊かな観光資源を紹介するウェルカムサインを設置。 

2交通アクセスの改善 

 

・事前精算機の新設、交通系や流通系の電子マネーによる決済の導入による駐車場の利

便性強化。 

・地元のバス会社と連携した、高松空港と観光地をつなぐ直行バス路線の新設。 

3案内サービスの強化 

 

・高松空港と高松空港ビルのホームページの統合、デザインの一新。 

・インフォメーションカウンターにおいて、四国高松の周遊観光に便利な「ことでん・

JRくるり～んきっぷ」の販売を開始。（H30.4～） 

4航空ネットワークの拡充 

 

・ジェットスター・ジャパンが運航する高松－東京（成田）線が 1日最大 2便を 3便に

増便。（H30.3～） 

・エアソウルが運航する高松－ソウル線が週 5便から週 7便に増加（H30.10～） 

・チャイナエアラインが運航する高松－台北線が週 6便から週 7便に増加（H31.3～） 
資料）高松空港 HP 

 

 
資料）国土交通省、高松空港事業計画・マスタープラン（高松空港） 

図 1.32 乗降客数の目標 
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1.4 高松市の現在の交通体系が抱える問題 

1.4.1 平成 27年 3月策定の計画と比較して改善されつつある問題点 

(1) 中心市街地の人口減少と低密度化 

・ 将来予測では都心部の人口の希薄化が懸念されていましたが、近年の都心回帰に関する

流れをうけ、都心部などでは人口増加に転じています。 

・ 一方で、香川大学工学部周辺など、局地的に人口増加が著しい地域が存在しており、総じ

て、人口増減の二極化が進んでいる状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料）第５次高松市総合計画（H20.2）、都市計画マスタープラン（H20.12） 

図 1.33 高松市の人口推移 

 
資料）国勢調査 

図 1.34 人口動態（H27/H17) 

Ｈ17 人口分布 Ｈ32 Ｈ42 
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(2) 二酸化炭素排出量の増加 

1) 高松市のＣＯ２排出量 

・ 高松市における 26 年度の温室効果ガス排出量は、3,374 千 t-CO2 であり、平成 2 年（基

準年）と比べ、24％増加しています。 

 

 
資料）高松市環境白書 平成 29 年度版 

図 1.35 ＣＯ2排出量の状況 

 

2) 増加する運輸部門からのＣＯ２排出量 

・ 高松市の運輸部門から排出される CO2 の比率は、1990 年（京都議定書基準年）時点で全

国平均に比べ高い状況です。 

・ 運輸部門の CO2 排出量は、現況と平成 2 年を比較すると増加していますが、中間年に当

たる平成 17年と比較した場合、減少しています。 

 

   
資料）高松市地球温暖化対策実行計画推進協議会（H29 年度） 

 

             図 1.36 部門別ＣＯ２排出量            図 1.37 運輸部門のＣＯ２排出量の推移 
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1.4.2 平成 27年 3月策定の計画策定時から残存する問題点 

(1) 高齢化の進行と移動困難な交通弱者の増加 

1) 高齢化の進行 

・ 高松市の高齢化は、急速に進むと予測されています。 

・ 特に公共交通網が脆弱な、郊外部での高齢化の進行が著しい傾向にあります。 

 

 

資料）国勢調査、たかまつ人口ビジョン 

 

図 1.38 将来人口と高齢化率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料）第５次高松市総合計画（H20.2）、都市計画マスタープラン（H20.12） 

 

図 1.39 高齢化率（65歳以上）の推移 
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2) 自動車を運転しない高齢者の増加 

・ 自動車の運転免許を返納する人は年々増えています。 

・ 一方で、高齢者の約 8割が、自動車を使って移動しています。 

 

 

資料）香川県運転免許センター提供資料より作成 

図 1.40 香川県内運転免許返納状況 

 

 

 
資料）WEBアンケート調査（H31.2実施／サンプル 700 票）※ 

図 1.41 高齢者の交通手段分担率＊ 

 

※WEB アンケートは、10 代及び高齢者モニターが少なく、徒歩・自転車・公共交通を比較的高頻度で利用する層の移動把握

が困難であったため、自動車分担率が高い結果となる。 
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(2) 自動車交通への過度な依存 

1) 交通行動における強い自動車依存 

・ 全ての利用目的において、自動車の分担率が高くなっており、買い物での公共交通の利用

は、ほとんど見られない状況です。 

 

 
資料）WEBアンケート調査（H31.2実施／サンプル 700 票）※ 

図 1.42 目的別の代表交通手段構成比 

 

※WEBアンケートは、10代及び高齢者モニターが少なく、徒歩・自転車・公共交通を比較的高頻度で利用す

る層の移動把握が困難であったため、自動車分担率が高い結果となる。 

 

2) 第二種大型自動車の運転手不足 

・ 免許保有者数は減少傾向にあります。 

・ 60代以上の保有者が６割を超える状況にあります。 

 

 

 

資料）香川県警察統計資料 

図 1.43 香川県内第二種大型自動車運転免許保有者数 
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3) 都心地域に集中する自動車交通 

・ 都心地域を起終点とした市内々及び市内外の自動車流動が、特に平日において多い状況

にあります。 

 

 
       資料）平成 27 年度道路交通センサス 

図 1.44 自動車流動図（平日・全目的） 

4) 自動車の利用が多い観光客 

・ 県外観光客入込客数の推移は、平成 16 年から 20 年では、ほぼ横ばいの傾向にあり、21

年以降は増加傾向にあります。 

・ 交通機関別では、自動車利用が大半を占めています。 

 

 
資料）H29年度香川県観光動態調査結果 

図 1.45 交通機関別県外観光客入込数の推移 

176 162 151 144 142 140 137 137 138 141 141 127 125 124 128 129 127 132 134 136

91 83 74 72 69 69 70 68 64 65 65 59 63 63 64 65 58 59 63 54

22 22 22 22 22 22 21 20 21 21 20 19 20 18 20 21 24 25 28 30

524
504

484 490 505 547 577 564 576 581 588 667 673 667 677 703 697 704 712 726

813
771

731 728 738
778

805 789 799 808 814
872 881 872 889

918 906 920 937 946

0

200

400

600

800

1000

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（万人）

JR 船舶 航空機 自動車

＊）車種は、営業用自動車または、

  バス、普通貨物車及び特種車 

  を対象外とした。 



1 高松市の交通に関する現況・問題の整理 

1-34 

(3) 自動車利用に比べ、利便性が劣る公共交通サービス 

1) 望まれる公共交通サービスの向上 

・ 鉄道・バスともに不満・やや不満の回答が多くなっており、特に、鉄道では「運行本数」「運行

時間帯」「運賃」が、バスでは「運行本数」「運行時間帯」「バス停待合環境」について不満の

割合が高くなっています。 

 

【鉄道】 

<満足度> <不満事項改善時の利用意向> 

 

【バス】 

<満足度> <不満事項改善時の利用意向> 

 

 
資料）WEB アンケート調査（H31.2実施／サンプル 700票） 

図 1.46 鉄道・バスの満足度と不満事項改善時の利用意向 

 

5.1%

5.0%

7.8%

11.8%

14.8%

24.4%

23.3%

24.6%

41.9%

45.5%

32.7%

33.0%

36.7%

25.9%

24.9%

37.8%

38.7%

30.9%

20.4%

14.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数

運行時間帯

運賃

所要時間

車内の混雑状況

満足 やや満足 やや不満 不満

増加すると思

う, 33.0%

変わらないと思う, 
67.0%



1 高松市の交通に関する現況・問題の整理 

1-35 

3.5

5.1

10.8

16.8

11.6

9.1

73.3

58.5

74.8

82.9

81.3

10.0 2.8

6.7

3.0

　 全体
N=2,215

JR高松
 N=689

　築港
 N=400

片原町
 N=398

　瓦町
 N=728

JR 琴電 バス 船舶
タクシー 二輪・原付 自転車 徒歩
その他 無回答

(%)

(4) 中心市街地に不足する回遊性 

1) 徒歩に偏った鉄道利用客の端末交通手段 

・ JR 高松駅からことでん瓦町駅間の降車客は、中心市街地の広い範囲に目的地を持ち、一

般的に抵抗感なく歩くことができる 300mを超える流動が多く見られます。 

・ 降車駅から目的地までの交通手段は、各駅とも「徒歩」が多い状況です。 

・ JR 高松駅→ことでん高松築港駅への乗換は約 5%(実降車数で拡大すると約 690 人)、こと

でん高松築港駅→JR高松駅への乗換は約 10%(同約 560人)となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料）Ｈ21 公共交通利用に関するアンケート調査 

 

図 1.47 各駅乗降客の目的への移動パターン（降車駅から目的地までの交通手段） 

 

表 1.6 抵抗を感じない距離 

条件 
一般的な人 

歩行速度 80m/分 
高齢者等 

歩行速度 40m/分 

90％の人が抵抗感なし（約3.5分） 300m 100m 

大きな荷物がある（約2分） 150m 80m 

雨（約2分） 150m 10m 

資料）バスサービスハンドブック 

瓦町駅以北のことでん各駅では、降車後

「徒歩」が多い 

JR 高松 
～築港間の 

乗り換え 

※降車駅と目的地であ

る町丁目の中心を結

んで表示 
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2) 中心市街地の回遊に利用されにくい交通 

・ 都心地域内のことでんの乗降客数の流動が少ないことから、ことでんは、まちなかの回遊に

は利用されていない状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

資料）Irucaデータ（2016年 10月 13日） 

図 1.48 ことでん主要駅間の輸送人員 

都心地域の 3駅間 

の乗降は少ない 

都心地域周辺部及び

郊外部と都心地域間

の流動が大きい 
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(5) 公共交通空白地域の存在 

1) 中心市街地におけるバス路線の偏り 

・ 中央通りにバス系統が集中しており、ルートの重複が見られます。 

・ また、高松市役所～香川大学方面は路線バス 1 系統のみの運行となっているなど、バス運行サービス

の偏りが見られます。 

2) 市街地周辺における公共交通空白地域の存在 

・ サンメッセ香川（香川インテリジェントパーク）周辺地域は、香川大学工学部や高松桜井高校、高松土木

事務所、済生会病院など、公共公益施設のほか、住宅開発が進み人口の増加があるにもかかわらず、

公共交通サービスが脆弱となっています。 

3) 郊外部における公共交通空白地域の存在 

・ 郊外部では、鉄道駅勢圏 800m 及びバス停勢圏 300m の外である公共交通空白地域が点在していま

す。 

 

 

資料）立地適正化計画（H30.3） 

図 1.49 駅・バス停勢圏と人口密度 

 




